
感染症防疫のための重要なポイントを再確認！

来場者の制限と
記録の作成 手洗い 靴底消毒

　

❶体験の当日に他の畜産関係
施設に立ち入った人や、過去
1週間以内に海外から入国
（帰国）した人は、衛生管理
区域に立ち入らせない。

❷万一の場合に感染ルートを
早期に特定するため、来場者
の記録（日時、体験者氏名、
連絡先、体験内容等）を作成
し保存する。

❶体験前・後に必ず行うように
し、ファシリテーターが見届
ける。

❷石鹸（液体または泡状のもの
が望ましい）をよく泡立て
て、両手を20秒以上こすり洗
いし、流水で洗い流す。

❸使い捨てペーパータオルを
使用し、蛇口は使用後のペー
パータオルで閉める。同じタ
オルは使いまわさない。

❶専用の長靴や、ブーツカバー
を準備する。

❷衛生管理区域の出入り口
に、踏み込み消毒槽や消毒
マットを設置し、出入りの際
は必ず踏んでもらうようにす
る。

❸靴底が汚れている場合は、
消毒の前に玄関マット等で
汚れを落とすようにする。

・安 防 対
衛 疫 策全
生
・

コロナ禍による規制が緩和される中、
酪農体験の受入を再開する認証牧場も多いのではないでしょうか。

特に７～９月は体験が増えるシーズンです。
感染症防疫対策の基本は、

病原体を「入れない」「広げない」「持ち出さない」ことです。
「牛」そして「人」が感染症にかからないために、
改めて基本対策を確認しておきましょう。

わ
く
わ
く

モ
ー
モ
ー

ス
ク
ー
ル
を

待
ち
に
待
っ
た

開催！

墨
田
区
立
第
三
寺
島
小
学
校
で

酪農教育ファーム活動にまつわる

お 悩 み・質 問 を 大 募 集！
立場を問わず、

酪農教育ファーム活動を

実践するにあたっての

「お悩み」をお寄せください。

●酪農教育を学校の授業に取り入れてみたいけれど、
どうしたらよいかわからない......

●体験に来た子どもから「なぜ牛は白黒なの？」と聞
かれて、答えられなかった。みんなならどう答える？

などなど、どんなことでも構いません。お寄せいただいた「お悩み」は、今後、誌面で
取り上げていく予定です！

アンケートフォーム内に
記入欄がございます

お悩みはこちらから！

https://forms.gle/bAyriH
NcK78VZU897

V
o

l.67
JU

LY 2022
企
画
発
行

  ●
一
般
社
団
法
人

 中
央
酪
農
会
議

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
委
員
会

〒
101-0044 東

京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町

2-6-1 堀
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

4F
【

TE
L 】  03-6688-9841　

 【
FA

X】  03-6681-5295 　
 【

U
R

L】   https://w
w

w
.dairy.co.jp/edf/

Vol.67
JULY 2022



　

face to face

 

「あいづべこ暮らしプロジェクト」

待ちに待った
わくわくモーモースクール開催！
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Vol.67プレゼント企画 　弘乳舎は1883年に創業し、会社名（屋号）は
「牛乳を孔く社会に普及する天下国家への奉仕」という思いが込められています。

　弘乳舎は、飲用乳として消費しきれない牛乳を「バター」や「脱脂粉乳」などの、長期保存ができる商品に、

加工・販売することで、酪農家の安定的な収入を支えるという、「乳処理」による社会への貢献を果たしています。

　そんな弘乳舎の一押しブランド「九州そだちアイスクリーム」の12個セットを
今号のアンケートにお答えいただいた方の中から抽選で10名様にプレゼントいたします！

アンケートへのご回答お待ちしております。

アンケートに答えてプレゼントをGET

Vol.67 プ レ ゼ ン ト 企 画

福島県会津美里町の福田牧場の活動をご紹介！

意欲と熱意にあふれた出前型酪農体験

※回答時間の目安は2分程度です。
※お預かりしたお客様の個人情報はプレゼントの送付のみに利用致します。

回答はこちらから 締め切り

2022年
8/15（月）

今回の感動通信について、

ぜひご意見をお聞かせください。

今後の紙面づくりの参考にさせていただきます。

アンケートフォーム内に
記入欄がございます

https://forms.gle/bAyriH
NcK78VZU897

　「酪農を通して食やしごと、いのちの学びを支援する」ことを目的に、「認証」を受けた
酪農家等が、主に教育現場と連携しながら、牧場や学校等で行う教育活動です。
　認証を受けて活動を行う「場（牧場等）」を「酪農教育ファーム認証牧場」、認証を受け
て活動を行う「人」を「酪農教育ファームファシリテーター」といいます。２０２２年３月末現
在、全国で２６１の牧場等と５４０人のファシリテーターが認証を受けて活動を行っています。
　詳しくは酪農教育ファームのホームページをご覧下さい。

酪農教育ファーム活動とは？

弘乳舎の

１２個セット
を１０名様

に

プレゼント
！

九州そだち

アイスクリ
ーム

「ミルク感」を楽しんでいただける
バニラアイスです。

九州産クリームチーズを使用した
アイス、ミルクリッチ感とチーズ感を

楽しんでいただけます。

ミルクの風味をより引き出すために
「ビタークッキー」を練り込んだ

アイスです。

www.dairy.co.jp/edf/ 酪農教育ファーム
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牛乳が好きな人は手を挙げて

2日間の事前授業を実施

意欲と熱意にあふれた出前型酪農体験

わくわくモーモースクール開催！わくわくモーモースクール開催！
待ちに待った待ちに待った

「牛乳の日」である６月１日、東京都の墨田区立第三寺島小学校にて、

乳牛とのふれあいや酪農家との交流で教育現場に反響を呼ぶ「わくわくモーモースクール」が実施されました。

牛乳や酪農について、十分な事前学習をしたうえで実施されただけに、

子どもたちの意欲と熱気にあふれた開催となりました。

関
東
地
域
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
他
、
学
生
も
参
加

　
関
東
生
乳
販
売
農
業
協
同
組
合
連

合
会
の
主
催
で
都
内
の
小
学
校
を
対

象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
出
前
型
酪
農

体
験「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー

ル
」が
、令
和
4
年
6
月
1
日
に
墨

田
区
立
第
三
寺
島
小
学
校
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス

ク
ー
ル
は
３
年
生
と
４
年
生
を
対
象

に
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で

「
食
と
命
の
授
業
」と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
関
東
地
域
の
酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
９
名

が
参
加
し
、サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
学
生
４
名

の
協
力
も
得
て
、「
酪
農
家
の
仕
事

（
酪
農
家
か
ら
の
お
話
）」「
搾
乳
体

験
」「
子
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」な

ど
充
実
し
た
体
験
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
の
嵐
に

圧
倒
！

　
全
体
朝
礼
の
後
、は
じ
め
に「
酪
農

家
の
仕
事（
酪
農
家
か
ら
の
お
話
）」

を
行
い
ま
し
た
。３
年
生
と
４
年
生

が
そ
れ
ぞ
れ
体
育
館
と
家
庭
科
室
の

２
会
場
に
分
か
れ
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
で
あ
る
千
葉
県
・
加
茂
牧
場
の

加
茂
太
郎
さ
ん
と
埼
玉
県
・
吉
田
牧

場
の
吉
田
恭
寛
さ
ん
か
ら「
酪
農
家

の
仕
事
」に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
す
。

校長先生の想い！

墨田区立第三寺島小学校
ふ く い

福井 みどり校長

“命”にふれることで子どもたちは変わります。

担任の先生の感想

墨田区立第三寺島小学校
３年１組担任
せ き ひ ろ と し

関 啓隼先生

墨田区立第三寺島小学校
４年１組担任
ま つ い あ け み

松井 明美先生

今回のわくわくモーモースクールで
は、「牛さん」が来るということ以上に
「酪農家さんに会える」ということを目
的にしようと思いました。そこで、事前に
酪農家さんに聞きたいことを子どもたち
にまとめさせる時間を取りました。
そのことによって子どもたちの中に
「酪農家さんの暮らしを知りたい」、
「牛について知らないことを聞きたい」という思いが生まれ、わくわ
くモーモースクールに意欲的な姿勢で取り組めたと思います。
わくわくモーモースクールを終えて給食を前にしたときに、「やっ
た～」と喜んで牛乳を一気に飲む子どもたちを見て、本当に嬉しく思
いました。
子どもたち自身が、自分たちが学習したことを誰かに伝えることが
できるようになればいいなと思っています。

わが校では、学校経営方針として「本
物から学ぶ教育」を掲げています。「わ
くわくモーモースクール」の実施に際し
ては、そこがブレないように４年生の担
任の先生とも話し合い、２日間の事前
授業を実施することにしました。
事前授業をやったことにより、酪農家

さんへの質問を「牛乳」と「牛」に関す
るものに集中させることができました。
外部から講師の先生を迎えるということで、使用する機材や資料

等の事前準備、屋外イベントにおける熱中症対策など、通常の授業
とは違う準備が必要となり苦労もありましたが、子どもたちの笑顔
を見ることができて、やったかいがあったと思いました。
また、本校で飼育しているウサギのサニーちゃんが、実は吉田牧場か

らいただいたものだと知り、感慨深げな子どもたちも印象的でした。

　
事
前
学
習
で
牛
乳
や
酪
農
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

活
発
な
質
問
が
次
々
に
飛
び
出
し
ま

し
た
。加
茂
さ
ん
と
吉
田
さ
ん
は
そ

の
勢
い
に
少
し
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も

熱
心
に
答
え
、子
ど
も
た
ち
の
表
情

に
も
充
実
感
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、３
年
生
と
４
年
生
が
交

代
で「
搾
乳
体
験
」と「
子
牛
と
の
ふ

れ
あ
い
体
験
」を
行
い
ま
し
た
。酪
農

教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
で
は「
人
」と

「
牛
」双
方
の
感
染
症
防
疫
対
策
と
し

て
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
体
験
前
後

の
手
洗
い
と
足
踏
み
消
毒
を
必
ず

行
っ
て
い
ま
す
。「
牛
さ
ん
が
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
」と
気
遣
い
な
が

ら
し
っ
か
り
と
消
毒
を
行
う
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
同
校
で
は
、今
回
の「
わ
く
わ
く

モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」の
開
催
に
向

け
て
、２
日
間
に
渡
っ
て
事
前
授
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
担
任
の
先
生
た
ち
は
、動
画「
牛

乳
っ
て
こ
ん
な
に
ス
ゴ
イ
！
」（
P8
参

照
）を
見
て
、子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ

う
に
関
心
を
も
た
せ
る
か
を
検
討

し
、栄
養
士
の
先
生
と
も
相
談
を
し

な
が
ら
、手
作
り
の
資
料
を
用
意
し

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
抱

き
や
す
い
よ
う
に
と
日
常
的
に
飲
ん

で
い
る
コ
ー
ラ
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
と

比
較
し
て
、「
牛
乳
っ
て
こ
ん
な
に
ス

ゴ
イ
！
」と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、事
前
授
業

の
内
容
を
検
討
し
た
そ
う
で
す
。

点を追及し、真摯に取り組んだことで、事前授業も大きな成果とな
りました。
私は、子どもたちに、「搾った牛乳の温かさ」を知ってほしいと

思っています。体温と同じ牛乳の温かさを感じることで、「生き物か
ら生み出されたものを飲んでいるんだ」、「命をいただいているん
だ」と感じることが大事だと思います。
今回の「わくわくモーモースクール」に参加した子どもたちが乳牛

とふれあうとき、まるで牛のように想いを「反芻」し、感じたことを咀
嚼しているように見えたのが印象的でした。
状況が許すなら、本当は牧場に行けるのが一番良いと考え

ています。実際に牧場で酪農家の方たちの仕事を見て、命に
触れることで、子どもたちは変わります。だから私は、酪農教
育ファーム活動が生きた教材であることを広く知らしめて行
きたいと思っています。
今後も、酪農の持つ教育力を活かしていくことを使命として、教

育現場で取り組んで行きたいです。

本校では令和３
年２月、吉田牧場
の吉田恭寛さんの
ご協力を得て、３
年生がオンライン
酪農体験の授業
を行いました（感
動通信６２号参
照）。その後、オン
ライン授業を踏ま
えて昨年度中に
「わくわくモー
モースクール」を

実施する予定でしたが、コロナ禍の影響を受けて延期となっていま
した。今回、ようやく実施することができて本当に嬉しく思います。
担任の先生方も、「子どもたちのどんな力を育てたいのか」という
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ユーモアたっぷりの加茂太郎さん

事前授業では栄養士の先生も大奮闘！

子
ど
も
た
ち
の
関
心
を
高
め
た
事

前
授
業
！

　「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」

の
実
施
に
向
け
て
、子
ど
も
た
ち
の

意
識
・
関
心
を
高
め
よ
う
と
行
わ
れ

た
事
前
授
業
は
、１
週
間
分
の
給
食

の
写
真
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
給
食
の
写
真
を
見
て
子
ど
も
た
ち

参加したファシリテーターより

が
気
付
い
た
の
は
、「
牛
乳
は
毎
日
出

て
い
る
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
こ

で
、栄
養
士
の
先
生
に
来
て
も
ら
い
、

牛
乳
に
つ
い
て
聞
い
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。栄
養
士
の

先
生
に
は
、人
間
に
と
っ
て
必
要
な

栄
養
素
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る

牛
乳
が
ど
ん
な
に
す
ご
い
飲
み
物
な

の
か
、具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
説

明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
栄
養
士
の
先
生
か
ら
の
話
を
聞
く

中
で
、子
ど
も
た
ち
の
中
に「
も
っ
と

牛
乳
に
つ
い
て
知
り
た
い
」と
い
う
気

持
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、「
牛

乳
」は「
牛
の
お
乳
」で
あ
り
、牛
を
育

て
て
い
る
酪
農
家
さ
ん
に
聞
け
ば
、

も
っ
と
色
々
な
こ
と
が
分
か
る
は
ず

だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
の
知
り
合
い
に
酪
農
家

が
い
る
と
聞
き
、「
酪
農
家
さ
ん
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、校
長
先
生
に
お

願
い
し
て
み
よ
う
」と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。そ
し
て
、ク
ラ
ス
を
代
表

し
て
二
人
の
児
童
が
校
長
先
生
に
直

接
お
願
い
を
し
に
行
き
ま
し
た
。

　
福
井
校
長
先
生
は
、子
ど
も
た
ち

の
願
い
を
快
く
引
き
受
け
、今
回
の

「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」の

開
催
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

　「
牛
乳
」か
ら
始
ま
り
、牛
の
生
涯

を
通
じ
て「
命
」の
尊
さ
を
学
ぶ「
食

と
命
の
授
業
」と
し
て
実
施
さ
れ
た

今
回
の
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー

ル
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、貴
重
な

体
験
学
習
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。

吉田牧場
埼玉県秩父郡小鹿野町
よ し だ

吉田 恭寛さん

コロナ禍の影響で、ほぼ２

年間「わくわくモーモースクー

ル」が開催できなかっただけ

に、今回の実施は本当に嬉し

く思いました。

最近では学校に通信設備が

整い、オンラインによる授業も充実してきています。私も一昨年度、

福井校長先生からの依頼でオンライン授業を行い、コロナ禍で外

に出かけられない中、オンラインでの活動に可能性を感じました。

一方で、実際に牛とふれあい、酪農家と直接話をする「わくわくモー

モースクール」にはどうやっても敵わないなと感じました。子どもた

ちの笑顔を実際に見れることで、私たちにとっても、オンライン授

Lucy 's  garden
千葉県南房総市
し ょ う じ ゆ う た

や す ひ ろ

庄司 優太さん
やさしく、しっかり搾ってあげてね

牛さんって、大きくてあったかいね

沢山の質問が出た中から、ファシリテーターを悩ませた子どもたちの質問

「牛さんが病気にならないように」と、しっかり足踏み消毒 子牛のかわいらしさにメロメロ

Q
A

牛乳はなぜ白いの？

栄養分が光を反射して白く見える。

Q
A

牛１頭から牛乳は何リットル出るの？

１日に３０リットルくらい。
給食に出る牛乳だと１５０人分。

Q
A

牛はどこから来たの？

紀元前に中国大陸からやってきた。
日本で酪農が始まったのは千葉県。

Q
A

なぜ牛が必要だったの？

最初は牛乳ではなく、肥料に　
するため牛のウンチが必要だった。

Q
A

やさしくすると牛乳がおいしくなるの？

牛も気持ちよくしてあげれば　
おいしい牛乳が出る。

Q
A

オスの牛が生まれたらどうなるの？

酪農家の牧場ではなく、
別の牧場で育てられて、お肉になる。

Q
A

牛の寿命は何年なの？

本当は２０年ほどだけど、牧場では　
長くても１０年ほどでお別れする。

子どもたちの熱気にあふれる事前授業

業では味わえない達成感がありますね。

私の牧場は、組織的な酪農教育ファーム活動が始まった当初か

ら認証牧場として活動しており、毎年、近隣の学校が体験学習で

牧場にやってきます。

先日、ある小学校が牧場にやってきました。引率の先生が、ご自

身で子どもたちに乳しぼりを教えていたので「先生、よくご存じで

すね」と声をかけました。すると先生が「子どもの頃に、この牧場

に来て教わりましたから」と言われたので、とても驚きました。当

時、小学生として牧場に来ていた子どもが、今では先生となって子

どもたちに教えていることを知り、長年ファシリテーターとして活

動を続けていて良かったなと思いました。

酪農家である親の忙しい姿を毎日見

ていたので、子どもの頃は酪農に対して

あまり良いイメージがありませんでした。

でも、今日わくわくモーモースクールに

参加して、その頃の自分と同じ年頃の子

どもたちが「牛」に対して興味津々に目

を輝かせている姿に、酪農家になって良かったなと思いました。

地元の千葉県南房総市は酪農発祥の地と言われていますが、高

齢化が進み、牛舎はあっても牛がいないという家も増えてきていま

す。今後も地元の、そして日本の酪農が続いていくために、私は

ファシリテーターとして、地元の子どもたちに酪農の素晴らしさを

伝えていきたいです。

　
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
を
経

て
、
酪
農
家
に
も
っ
と
話
を
聞
き
た
く

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
思
い
に
応
え
、６
月

２
２
日
に
吉
田
牧
場
と
４
年
生
の
教
室
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
だ
事
後
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
酪
農
家
の
人
は
、牛
の
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
？
」「
牧
場
の
牛
た
ち

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
あ
る
の
？
」
な

ど
、思
わ
ぬ
質
問
も
飛
び
出
し
ま
し
た
が
、

吉
田
さ
ん
は
全
て
の
質
問
に
丁
寧
に
回
答

し
、充
実
し
た
事
後
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
を
経

て
、
酪
農
家
に
も
っ
と
話
を
聞
き
た
く

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
思
い
に
応
え
、６
月

２
２
日
に
吉
田
牧
場
と
４
年
生
の
教
室
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
だ
事
後
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
酪
農
家
の
人
は
、牛
の
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
？
」「
牧
場
の
牛
た
ち

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
あ
る
の
？
」
な

ど
、思
わ
ぬ
質
問
も
飛
び
出
し
ま
し
た
が
、

吉
田
さ
ん
は
全
て
の
質
問
に
丁
寧
に
回
答

し
、充
実
し
た
事
後
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

「
も
っ
と
知
り
た
い
」
子
ど
も
た

ち
の
思
い
に
応
え
た
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
事
後
授
業
も
実
施
！
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以
前
は
年
に
数
回
、近
隣
の
小
学
校
や
幼

稚
園
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、コ

ロ
ナ
禍
で
途
切
れ
て
い
ま
し
た
。そ
う
し
た

中
、酪
農
を
学
ぶ
大
学
生
か
ら
実
習
に
行
き

た
い
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。先
方
も
最
大

限
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
の
で
、１
０
日
間
に
渡
り
受
け
入
れ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。そ
れ
を
き
っ
か
け
に
活
動

を
再
開
し
、今
は
小
学
校
、幼
稚
園
な
ど
の

他
、要
望
が
あ
れ
ば
一
般
の
消
費
者
の
方
も

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

印
象
に
残
る
出
来
事
と
し
て
、う
ち
の
牧

場
で
酪
農
体
験
を
し
た
学
生
さ
ん
が
、そ
の

後
、実
際
に
牧
場
に
勤
め
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。私
た
ち
の
活
動
が
、酪
農

に
携
わ
る
人
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

る
と
知
り
、活
動
を
し
て
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

日
頃
ど
の
よ
う
な
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

私
た
ち
夫
婦
は
福
島
県
の
指
導
農
業
士
に

認
定
さ
れ
て
お
り
、県
か
ら
の
依
頼
で
県
立

の
農
業
短
大
や
県
立
高
校
か
ら
実
習
の
受
け

入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

県
か
ら
の
依
頼
で
受
け
入
れ
る
場
合
、学

生
寮
で
出
さ
れ
る
食
費
程
度
の
金
額
が
支
給

さ
れ
ま
す
が
、そ
の
中
で
学
生
さ
ん
の
食
事

を
工
夫
す
る
の
が
な
か
な
か
大
変
で
す
。食

費
以
外
は
体
験
料
な
ど
い
た
だ
い
て
お
ら

ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。牧
場

で
体
験
や
実
習
を
受
け
入
れ
る
際
の
補
助
な

ど
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
を
実
施
す

る
上
で
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

娘
の
ゆ
き
は
、大
学
で
芸
術
を
学
ん
で
い

ま
す
。ゆ
き
の
知
り
合
い
の
大
学
生
9
名
が

2
泊
3
日
の
酪
農
体
験
を
し
て
、そ
の
体
験

を
通
じ
て
作
品
を
作
り
、展
示
会
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
、私
た
ち
に
学
生
を
受
け
入
れ

て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。う
ち
の

牧
場
だ
け
で
受
け
入
れ
る
に
は
人
数
が
多

か
っ
た
の
で
、近
隣
の
２
つ
の
牧
場
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
、各
牧
場
で
数
名
ず
つ
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
あ
い
づ
べ
こ
暮
ら
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

へ
の
福
田
さ
ん
ご
夫
婦
の
関
わ
り
は
？

初
め
て
牛
に
触
れ
る
学
生
た
ち
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
牛
の
性
格
を
気
に
せ
ず
、牛
の
お
な

か
の
下
に
入
っ
て
作
業
す
る
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。牛
は
危
険
な
動
物
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、ハ
ラ
ハ
ラ
し
ま
し
た
。

山
形
大
学
の
岩
佐
さ
ん
は
牛
が
好
き
だ

そ
う
で
、何
度
か
飛
び
込
み
で
酪
農
体
験
を

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。コ
ロ
ナ
禍

に
な
っ
て
、予
定
し
て
い
た
酪
農
体
験
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
た
と
き
、友
人
か
ら「
あ

い
づ
べ
こ
暮
ら
し
展
」の
こ
と
を
聞
い
て
、

大
学
の
講
義
を
欠
席
し
て
ま
で
参
加
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

ま
た
、制
作
期
間
が
短
い
中
、ゆ
き
に
納
期

を
急
が
さ
れ
て
、大
学
の
課
題
や
ア
ル
バ
イ

ト
と
並
行
し
な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
学
生
も
い
て
、か
わ
い
そ
う
に
思

い
ま
し
た
。間
に
合
わ
な
い
学
生
は
、正
月
明

け
に
我
が
家
に
泊
ま
り
込
ん
で
作
品
を
制
作

し
て
い
ま
し
た
。

学
生
を
受
け
入
れ
る
中
で
印
象
に
残

っ
た
出
来
事
は
？

福田正幸さん、祐子さんご夫婦が取り組んだ次女ゆきさんの大学卒業研究

あいづべこ暮らしプロジェクト

福島県会津美里町の福田牧場の活動をご紹介！

❶福田正幸さん
 祐子さんご夫婦

令和４年１月６日から１５日にかけて福島県会津若松市で開催された「あいづべこ暮らし展」。福島

県の会津美里町にある福田牧場（酪農教育ファーム認証牧場）の福田正幸さん、祐子さんご夫婦の

次女ゆきさんが、大学の卒業研究「あいづべこ暮らしプロジェクト」の一環として開催した展示会で

す。このプロジェクトに福田さんご夫婦がどのように関わったのか、日頃の酪農教育ファーム活動の

お話も交えながら伺いました。

指導農業士

優れた農業経営
を行いつつ、新規
就農者等の育成
に指導的役割を
果たしている農業
者として都道府県
知事から認定を受
けた人。

代表者／福田正幸
経産牛７０頭、育成牛３０頭
福島県大沼郡会津美里町
荻窪字中丸14

地域、人とともに歩む、
育成・教育ファーム 「福田牧場」

福田牧場で酪農体験をする学生たち

（一社）中央酪農会議／酪農教育ファーム推進委員会では、
小学校３～４年生を対象に、教材として活用いただくための「動画」を作成しました。
牛乳の栄養から、乳牛、酪農家、獣医師や酪農ヘルパー、乳業工場や量販店まで、

牛乳が届くまでを３分程度×５本のシリーズにまとめています。
自分の目の前にある「牛乳」を入口に、（いのちが）つながっていることに気づき、

様々な物事への感謝の気持ちを持ち、牛乳を大切に飲むことができるようになることが狙いです。

小学
校向
け

動画小学
校向
け

動画
教材に使える！

教材に使える！

https://youtube.com/playlist?list=
PLgQUYUkzSS5ZIp3RxJA3_rVV7UqmADDq-
https://youtube.com/playlist?list=
PLgQUYUkzSS5ZIp3RxJA3_rVV7UqmADDq-

動画はこちらから動画はこちらから動画はこちらから動画はこちらから

※中央酪農会議YouTubeチャンネルに掲載していますので、ぜひご活用ください。

約３分×５本のシリーズです。約３分×５本のシリーズです。
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展
示
会
に
来
ら
れ
た
方
の
評
判
が
良
く

て
、農
協
の
ホ
ー
ル
で
も
や
っ
て
も
ら
え
な

い
か
と
か
、他
県
か
ら
も
展
示
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。結
局
、終

了
後
は
、作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
協
力

い
た
だ
い
た
酪
農
家
さ
ん
に
渡
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。「
あ
い
づ
べ
こ
暮
ら
し
展
」が
地

方
の
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
、そ
れ
を
見
た

肥
育
農
家
の
小
学
校
６
年
生
の
息
子
さ
ん
が

ぜ
ひ
見
た
い
と
言
っ
て
、親
子
で
展
示
会
の

最
終
日
に
来
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
の
息
子
さ
ん
は
、肥
育
農
家
を
継
ぐ
べ

き
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、「
あ
い
づ
べ
こ
暮

「
あ
い
づ
べ
こ
暮
ら
し
展
」
の
反
響

は
ど
う
で
し
た
か
？

会津をテーマに立ち上げた「あいづべこ暮らし
プロジェクト」という卒業研究の一環として「あ
いづべこ暮らし展」を企画しました。
参加者の学生にはひとつの生き方として一次

産業の現場を知ってもらうため、酪農体験を通し
て感じたことを自由にそれぞれの表現方法で作
品にしてもらいました。そして、その作品の制作
経緯を一般の方に知ってもらう機会として展示
会を企画しました。このプロジェクトには、事前
準備や参加者同士のワークショップなどを含め
て１年半を費やしました。
参加者には、２泊３日の酪農家の暮らしを体

験してもらい感じたことを油絵、映像、設計図、
企画提案、立体として作品に仕上げてもらいまし
た。
協力いただいた酪農家の皆さんには、展示会

でさまざまな作品を見ることで新たな気づきを感
じてもらえたと思います。また一般の方には、酪
農に触れることで楽しい作品ができることを
知ってもらい、あらゆる商品の裏側に一次産業に
携わる人たちが動いて生きているということを感
じてもらえたのではないかと思います。
私自身は酪農家ではありませんが、酪農家の

娘という一般の方とは少し違う暮らしをしてきま
した。この暮らしは、自分自身にいい影響を与え
てくれました。
「あいづべこ暮らし展」というよく分からない

プロジェクトに、勇気を持って飛び込んでくれた
参加者に感謝します。
大学を卒業し社会人となった今、このような

「場」を作ることの大切さ、このような「場」に飛
び込む勇気の尊さを改めて感じています。

私は牛が好きでこのプロジェ
クトに参加したのですが、自分
の「牛が好き」という気持ちが
いかに浅はかだったのかを思い
知らされました。
酪農の仕事は朝５時に始ま

り、夜８時まで働くのですが、
逆にその間のお昼の時間は何
もすることがなくて、自分にとっ

ては不規則な生活だと感じまし
た。
酪農に携わっている方のほ

とんどはこのような生活をされ
ていると思うので、酪農とは大
変で根気のいる仕事なのだと
思いました。
私は、山形大学の地域公共

政策コースで地域づくりについ

岩佐優稀子さんの作品

「あいづべこ暮らし展」後、大学の展示スペースにて掲示 移動カフェ「おぎくぼ舎」を
ブランド化した作品

心が和む作品の数々

酪農体験の合間に陶器制作に
取り組む学生たち

ら
し
展
」で
展
示
さ
れ
て
い
た
、大
学
生
が
ト

ラ
ク
タ
ー
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
作
業
を
し
て

い
る
写
真
や
、搾
乳
、牛
の
分
娩
の
写
真
な
ど

を
見
て
、牛
に
関
わ
る
仕
事
っ
て
格
好
い
い

な
と
思
い
、そ
の
場
で
肥
育
農
家
を
継
ぐ
こ

と
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。こ
の
こ
と
を

知
っ
て
、「
あ
い
づ
べ
こ
暮
ら
し
展
」に
関
わ

る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ

ま
し
た
。

福田牧場の福田さんご夫婦の娘さんであるゆきさんが、大学
の卒業研究の一環として企画した展示会を含むプロジェクト。
一般消費者である学生が酪農に触れた経験をアートにし、消
費者がそれに触れることで、生産者と消費者をつなぎ、その関
係性を身近なものにすることを目的としています。
具体的には、学生９名が福田牧場を含む会津の酪農家３牧

場にて２泊３日の酪農体験を行い、その体験を踏まえて各々作
品を制作、それらを展示す
る展示会を開催しました。作
品は絵画、映像、カフェ形式
のフリースペースの企画書、
家具など多岐に渡ります。
なお、この「あいづべこ暮

らしプロジェクト」は、東北
芸術工科大学卒業修了研究
において、「酪農と一般社会
との距離を縮める試みが、
社会への立派な提案であ
る」として見事に優秀賞を獲
得されました。 あいづべこ暮らし展のポスター

「あいづべこ暮らしプロジェクト」を企画した福田ゆきさんのことば

東北芸術工科大学
（令和４年３月に卒業）

福田ゆきさん

山形大学
（現在３年生）

岩佐優稀子さん

東北芸術工科大学
（令和４年３月に卒業）

石垣勇磨さん

参加者を代表して、岩佐優稀子さんと石垣勇磨さんに参加された感想を聞きました。

て学んでいます。私が地域づく
りで大事だと思うのは「居場所
づくり」です。酪農という閉鎖
的なコミュニティに若い世代が
参入することが大切だと思い、
今回の作品作りでは、学生と
酪農家とがコラボして運営する
フリースペースの企画書を作成
しました。
ゆきさんのお母さんの福田祐

子さんは「おぎくぼ舎」という
キッチンカーをやっていて、移
動式カフェとしてイベントなど
に出店しています。このおぎく
ぼ舎を、多くの人に牛乳を飲ん
でもらい、酪農家と消費者との
交流の場となるフリースペース
にするという提案です。学生も
学校と塾と部活という閉鎖的
なコミュニティで生きています
が、その学生が運営に関わるこ

とで、新たなつながりが生ま
れ、酪農家と学生双方のコミュ
ニティに広がりができると思い
ました。
私が学んでいるのは芸術で

はないので、表現ではなく企画
書づくりに取り組みましたが、
考えていることをカタチにする
中で、他の参加者の作品を見
ることにより視野が広がったと
感じています。
私だけ大学が違うので参加

するのには勇気がいりました。
でも、実際に取り組んでみて自
分には見えていない世界がたく
さんあることに気づきました。２
泊３日の酪農体験をしたこと
で、何事にも積極的に挑戦で
きるようになったと思います。た
だ、最初の一歩が重たいだけ
だったのだと感じました。

参加のきっかけは、インスタ
グラムで「酪農をやりたい人い
ませんか？」という募集を見たこ
とです。以前、漁師の手伝いを
する機会があり、そのときから
一次産業の現場に飛び込んで
みたいと思っていたので、参加
することにしました。
２泊３日の酪農体験で、慣れ
ない環境での生活に最初は戸
惑いましたが、徐々に慣れ、酪
農家さんの考え方も少しずつ理
解することができました。

コロナ禍で人との関わりが薄
れ、自然の中で何かをする機会も
なくなっていただけに、気持ちが
晴れた思いがしました。
酪農家にとって牛は経済動物
ですから、我々消費者とは違う
視点での感じ方があると思いま
す。置かれた環境によって、人
の価値観には違いが出てきま
す。
酪農家さんが「あいづべこ暮

らし展」を見たとき、新たな気
づきと可能性を感じてくれたら
嬉しいなと思います。
私は今後もモノ作りに携わっ

ていきたいと考えています。いま
は、フリーランスとしてデザイン
事務所で働いていますが、今後
は、さらにいいものが作れるよう
に、「あいづべこ暮らし展」での
経験を糧に頑張りたいです。

「あいづべこ暮らしプロジェクト」とは

ふ く だ

い わ さ ゆ き こ

い し が き ゆ う ま

〈 作品について 〉

乳房炎になった牛には抗生物質
が投与されるので、その牛から
搾った生乳は出荷することがで
きません。それでも、毎日生乳を
搾ってあげなければ牛は病気に
なってしまいます。そこに悲しさ
を感じていた中、牛乳からプラス
チックが作れることを知り、出荷
されない生乳から家具のパーツ
を作ることを思いつきました。制
作にあたっては、「壊れるかもし
れない」と感じさせることを意識
しました。

牧場は牛だけでなく、牧草ロール
などがある風景そのものがおもし
ろいと思い、その風景の一部を作
品にできないかと考えました。
牛用の薬が入っていたタンクは廃
棄するのにもお金がかかるそうで
す。そのタンクを使えなくなった牧
草ラップで包み、踏み台やイスと
なるスツールを作りました。

Fragile milk

Landscape of sailo bale
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